
（様式１－３） 

福島県（葛尾村）帰還環境整備事業計画 帰還環境整備事業等個票 

平成２７年１１月時点 

※本様式は１－２に記載した事業ごとに記載してください。 

NO. 12 事業名 災害公営住宅整備事業（落合地区） 事業番号 (1)-1-1 

交付団体 葛尾村 事業実施主体（直接/間接） 葛尾村（直轄） 

総交付対象事業費 168,996（千円） 全体事業費 168,996（千円）

帰還環境整備に関する目標 

葛尾村では、平成 26 年 6 月に策定された「かつらお再生戦略プラン」に基づき、村の中心的な機能を担

う中心部の拠点整備の具体的な方向を「葛尾村中心拠点等整備計画」において定めた。 

 上記計画中、「高齢者の安心居住の支援」として、早期帰還をしたいものの当面の生活に不安が残る高齢

者に対して、安心して暮らせる居住環境の確保・提供を掲げていることから、葛尾村西ノ内地内に高齢者

住宅を整備する。 

事業概要 

 かつらお再生戦略プランにおいて平成２８年春の帰還を目指す方向性が示されたことから、平成 27 年春

に保健師による高齢者住宅入居に係る意向聞き取りを実施した。その結果をもとに、復興交流拠点整備ゾ

ーン（落合字西ノ内地内）に、長期避難に伴う家屋荒廃により自宅に居住できなくなった高齢者のために、

帰村にあたり必要な住環境整備として高齢者住宅を整備する。 

【第 11 回申請に係る事業概要】  

施設整備計画の見直し（6戸から 11戸）に伴う工事費の増額等 

＜かつらお再生戦略プラン＞ 

○Ｐ１０ ３）拠点づくりのイメージ 

 ・①まちなか交流拠点（公共・生活拠点） 

＜葛尾村中心拠点等整備計画＞ 

○Ｐ４ ４）中心拠点整備に望まれる方向性 

 ・高齢者の安心居住の支援 

○Ｐ２０ ３．中心拠点整備計画（１）復興支援交流拠点ゾーン全体の整備計画 

 ・高齢者住宅等のまちなか居住の導入候補地

当面の事業概要 

＜平成２７年度＞ 

（前回申請） 

用地取得費      4,813 千円 

設計費        5,452 千円 

工事費        145,800 千円 

（今回申請） 

工事費        12,931 千円 

地域の帰還環境整備との関係 

本事業は、東日本大震災による地震の被害に加え、原発事故による長期避難に伴う家屋荒廃や野生生物

による家屋破壊などの被害にあい、避難指示解除後も居宅に戻れない高齢者等が、村内で生活できる場所

を確保し帰還促進を図るものである。また、家族等が訪ねた際に宿泊交流が可能となる集会所等を整備す

ることで、帰村を戸惑っている住民が村に訪れやすい環境を整え住民の帰還促進を図るものとする。 



関連する事業の概要 

※効果促進事業等である場合には以下の欄を記載。 

関連する基幹事業 

事業番号  

事業名  

交付団体 

基幹事業との関連性 



（様式１－３） 

福島県（葛尾村）帰還環境整備事業計画 帰還環境整備事業等個票 

平成２７年１１月時点 

※本様式は１－２に記載した事業ごとに記載してください。 

NO. 16 事業名 葛尾村学校プール新築事業 事業番号 (1)-14-3 

交付団体 葛尾村 事業実施主体（直接/間接） 葛尾村（直接） 

総交付対象事業費 390,156（千円） 全体事業費 390,156（千円）

帰還環境整備に関する目標 

 葛尾村学校プールの整備を行い、子どもが安心して学校生活をおくれるようにすることで、葛尾村で学

校再開に必要なインフラ整備を行う。また、村学校プールは社会体育の一貫で村民にも開放することから、

公的機能の回復を行い、帰還環境の整備を図る。 

事業概要 

 葛尾村学校プール（小・中共用）は福島第一原子力発電所の事故により、避難指示による長期放置によ

って劣化等しているため、中学校敷地にプール新築するものである。避難指示の解除に向けて公立学校施

設を再開するための新築工事を行い、子どもが安心して利用できる学校施設の整備を行うもの。また、東

日本大震災及び原子力発電所事故による全村避難の教訓を踏まえ、緊急時にも対応できる学校施設として

整備する。 

・学校水泳プール（屋外）新築 

 ①葛尾村学校プール設計業務              11,085 千円 

 ③葛尾村学校プール工事              176,563 千円 

 ⑤葛尾村学校プール工事監理業務             4,198 千円 

・学校水泳プール（上屋）新築 

 ②葛尾村学校プール上屋設計業務          11,458 千円 

 ④葛尾村学校プール上屋工事            182,513 千円 

 ⑥葛尾村学校プール上屋工事監理業務         4,339 千円 

当面の事業概要 

＜平成 27 年度＞ 

 地盤調査、基本設計及び実施設計等を行う。 

＜平成 28 年度・平成 29 年度＞ 

 プール、上屋工事等を行う。 

地域の帰還環境整備との関係 

 葛尾村学校プールの整備を行い、子どもが安心して学校を利用できるようにすることで、帰還に必要な

インフラ整備を行う。 

関連する事業の概要 

※効果促進事業等である場合には以下の欄を記載。 

関連する基幹事業 

事業番号  

事業名  

交付団体 

基幹事業との関連性 



（様式１－３） 

福島県（葛尾村）帰還環境整備事業計画 帰還環境整備事業等個票 

平成２７年１１月時点 

※本様式は１－２に記載した事業ごとに記載してください。 

NO. 17 事業名 葛尾中学校校舎改修事業 事業番号 (1)-14-4 

交付団体 葛尾村 事業実施主体（直接/間接） 葛尾村（直接） 

総交付対象事業費 8,138（千円） 全体事業費 8,138（千円）

帰還環境整備に関する目標 

 葛尾中学校校舎の整備を行い、子どもが安心して学校生活をおくれるようにすることで、葛尾村で学校

再開に必要なインフラ整備を行う。また、公的機能の回復を行い、帰還環境の整備を図る。 

事業概要 

 葛尾中学校校舎は福島第一原子力発電所の事故により、全村避難し長期間放置のため劣化等が進行した。

避難指示の解除に向けて公立学校施設を再開するため改修工事（外壁塗装、内壁更新、床更新）を行い、

子どもが安心して利用できる学校施設の整備を行うもの。また、東日本大震災及び原子力発電所事故によ

る全村避難の教訓を踏まえ、緊急時にも対応できる学校施設として整備する。 

 ①葛尾中学校校舎実施設計業務          8,138 千円 

当面の事業概要 

＜平成 27 年度＞ 

 中学校校舎改修実施設計を行う。 

＜平成２８年度＞ 

 中学校校舎改修工事を行う。 

地域の帰還環境整備との関係 

 葛尾中学校校舎の整備を行い、子どもが安心して学校を利用できるようにすることで、帰還に必要なイ

ンフラ整備を行う。 

関連する事業の概要 

※効果促進事業等である場合には以下の欄を記載。 

関連する基幹事業 

事業番号  

事業名  

交付団体 

基幹事業との関連性 



（様式１－３） 

福島県（葛尾村）帰還環境整備事業計画 帰還環境整備事業等個票 

平成２７年１１月時点 

※本様式は１－２に記載した事業ごとに記載してください。 

NO. 18 事業名 葛尾中学校校舎空調設備改修事業 事業番号 (1)-14-5 

交付団体 葛尾村 事業実施主体（直接/間接） 葛尾村（直接） 

総交付対象事業費 2,619（千円） 全体事業費 2,619（千円）

帰還環境整備に関する目標 

 葛尾中学校校舎の整備を行い、子どもが安心して学校生活をおくれるようにすることで、葛尾村で学校

再開に必要なインフラ整備を行う。また、公的機能の回復を行い、帰還環境の整備を図る。 

事業概要 

 葛尾村の宅地除染は完了したが、事故前の放射能の値より遙かに高く、森林除染も未実施であるため、

放射能の不安があることから、中学校に空調設備を設置を行い教育環境の改善を図る。葛尾中学校校舎は

福島第一原子力発電所の事故により、全村避難し長期間放置のため劣化等が進行した。避難指示の解除に

向けて公立学校施設を再開するため改修工事（暖房設備更新、空調設備）を行い、子どもが安心して利用

できる学校施設の整備を行うもの。また、東日本大震災及び原子力発電所事故による全村避難の教訓を踏

まえ、緊急時にも対応できる学校施設として整備する。 

 ①葛尾中学校校舎空調設備改修実施設計業務     2,619 千円 

当面の事業概要 

＜平成 27 年度＞ 

 中学校校舎空調設備改修実施設計実施設計を行う。 

＜平成２８年度＞ 

 中学校校舎空調設備改修工事を行う。 

地域の帰還環境整備との関係 

 葛尾中学校校舎の整備を行い、子どもが安心して学校を利用できるようにすることで、帰還に必要なイ

ンフラ整備を行う。 

関連する事業の概要 

※効果促進事業等である場合には以下の欄を記載。 

関連する基幹事業 

事業番号  

事業名  

交付団体 

基幹事業との関連性 



（様式１－３） 

福島県（葛尾村）帰還環境整備事業計画 帰還環境整備事業等個票 

平成２７年１１月時点 

※本様式は１－２に記載した事業ごとに記載してください。 

NO. 19 事業名 葛尾中学校校舎トイレ改修事業 事業番号 (1)-14-6 

交付団体 葛尾村 事業実施主体（直接/間接） 葛尾村（直接） 

総交付対象事業費 1,782（千円） 全体事業費 1,782（千円）

帰還環境整備に関する目標 

 葛尾中学校校舎の整備を行い、子どもが安心して学校生活をおくれるようにすることで、葛尾村で学校

再開に必要なインフラ整備を行う。また、公的機能の回復を行い、帰還環境の整備を図る。 

事業概要 

 葛尾中学校校舎は福島第一原子力発電所の事故により、全村避難し長期間放置のため劣化等が進行した。

避難指示の解除に向けて公立学校施設を再開するため改修工事（トイレ改修）を行い、子どもが安心して

利用できる学校施設の整備を行うもの。また、東日本大震災及び原子力発電所事故による全村避難の教訓

を踏まえ、緊急時にも対応できる学校施設として整備する。 

 ①葛尾中学校校舎トイレ改修実施設計業務     1,782 千円 

当面の事業概要 

＜平成 27 年度＞ 

 中学校校舎トイレ改修実施設計実施設計を行う。 

＜平成２８年度＞ 

 中学校校舎トイレ改修工事を行う。 

地域の帰還環境整備との関係 

 葛尾中学校校舎の整備を行い、子どもが安心して学校を利用できるようにすることで、帰還に必要なイ

ンフラ整備を行う。 

関連する事業の概要 

※効果促進事業等である場合には以下の欄を記載。 

関連する基幹事業 

事業番号  

事業名  

交付団体 

基幹事業との関連性 



（様式１－３） 

福島県（葛尾村）帰還環境整備事業計画 帰還環境整備事業等個票 

平成２７年１１月時点 

※本様式は１－２に記載した事業ごとに記載してください。 

NO. 20 事業名 葛尾中学校校舎太陽光発電導入事業 事業番号 (1)-14-7 

交付団体 葛尾村 事業実施主体（直接/間接） 葛尾村（直接） 

総交付対象事業費 3,621（千円） 全体事業費 3,621（千円）

帰還環境整備に関する目標 

 葛尾中学校に太陽光発電設備整備を行い、地球温暖化対策の推進や環境教育への活用し、子どもが安心

して学校生活をおくれるようにすることで、葛尾村で学校再開に必要なインフラ整備を行う。また、公的

機能の回復を行い、帰還環境の整備を図る。 

事業概要 

 葛尾村復興計画「かつらお再生戦略プラン」のコンセプトとして「エコ・コンパクトビレッジ」を目指

しており、村内全ての公共施設に太陽光発電設備の設置を計画している。中学校に太陽光発電設備を設置

し、環境教育への活用を図る。避難指示の解除に向けて公立学校施設を再開するため太陽光発電設備の設

置を行い、子どもが安心して利用できる学校施設の整備を行うもの。また、東日本大震災及び原子力発電

所事故による全村避難の教訓を踏まえ、緊急時にも対応できる学校施設として整備する。 

 ①葛尾中学校校舎太陽光発電導入     3,621 千円 

当面の事業概要 

＜平成 27 年度＞ 

 中学校校舎太陽光発電導入実施設計を行う。 

＜平成２８年度＞ 

 中学校校舎太陽光発電導入工事を行う。 

地域の帰還環境整備との関係 

 葛尾中学校校舎の整備を行い、子どもが安心して学校を利用できるようにすることで、帰還に必要なイ

ンフラ整備を行う。 

関連する事業の概要 

※効果促進事業等である場合には以下の欄を記載。 

関連する基幹事業 

事業番号  

事業名  

交付団体 

基幹事業との関連性 


